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学校教育目標 主体的に考えて行動する－自律・創造・尊重－ 

加古中 TIMES 
 

  
 

5/1 授業参観・懇談会へのご来校ありがとうございました 
 

5 月 1 日（金）に授業参観を実施しました。大型連休の合間、またお忙しい中、多くの保護者の皆様に足をお運

びいただきました。本当にありがとうございました。 

※加古川中学校における学びの風景   

進級・入学から約 1 ヶ月。新しい環境にも慣れ始め、少しずつ「中学生らしい・上級生らしい顔つき」へと変化し

てきた生徒たちの様子をご覧いただけたのではないでしょうか。 

当日は、ICT 端末を積極的に活用した対話型の授業や、グループで意見を出し合う協働学習など、各教科で工

夫を凝らした取り組みを参観していただきました。どの学年も、少し緊張した面持ちながらも、先生の問いかけに

真剣に耳を傾け、自らの考えを表現したり、まとめたりしようとする姿は、頼もしく感じられました。 

 

授業後は、部活動の参観もしていただきました。保護者の皆様の熱いまなざしに、私たち教職員は期待の大きさ

と責任を再確認させていただきました。同時に、いただいた温かい励ましは学校にとっても大きな力となります。 

学校と家庭は、こどもの成長を支える「車の両輪」です。今後も密に連携を取りながら、一人ひとりの可能性を最

大限に引き出せるよう努めてまいります。共に育む「共育」を目指し、引き続き本校の教育活動へのご理解とご協

力をよろしくお願いします。 

 

連休の思い出を力に変えて 
皆さん、今年のゴールデンウィークはどのように過ごしましたか？ 

「家族と出かけました！」「部活動の練習に打ち込みました！」「家でのんび

り過ごしました！」など、一人ひとりに違った思い出ができたことでしょう。心

身ともにリフレッシュできたのではないでしょ

うか。 

 私は、何冊かの本を読んでゆっくりと過ごし

ました。その中で右の一節が気になってメモを

しました。 

楽しかった連休が明け、いよいよ学校生活

が再開しました。休み明けはつい体が重く感じてしまうものですが、そんな時こそ、連休で蓄えたエネルギーの出

番です。今月は野外活動や中間テストなど、大切な予定が控えています。また、来月の修学旅行やトライやる・ウィ

ークに向けた準備も本格化してきました。切り替えを大切に、一日一日の授業や友達との時間を全力で楽しんで

いきましょう。 

笑顔あふれる学校 KAKOGAWA  

Knowledge（知識・経験からの情報） 

Action（行動・活動） 

Kindness（親切・思いやり） 

Open-minded（広い心・偏見のなさ） 

Growth（成長・発展） 

Appreciation（感謝・正しい評価） 

Wellness（心身の健康・生活のバランス） 

Answer（答えを見出す） 

「どうでもよいこと、不必要なことをたくさん知るよりも、たと

え少しでも真によいこと、必要なことを知るほうがよい。」 

トルストイ 

みなさんにとって「真によいこと、必要なこと」とは何ですか？ 


